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山
やまぎし

岸　きらら
拓心中学校３年生。

バレー部所属。

高校受験に向け、日々勉学

に取り組んでいる。

守
も り や

谷　萬
ま り こ

里子
1942 年生まれ。

趣味はガーデニングと畑仕

事。

子牛たちの世話をする傍ら、

花を育てたり、野菜作りにも

挑戦している。

守谷さんは旧歌登町のご出身で、
27 歳のときに結婚を機に猿払村へ
移住され、嫁ぎ先の家業である酪
農業を営まれてきました。かつて
は狭い土地で小さな農場を構えて
いたという守谷さん。土地が狭い
と牧草を育てられず飼料が足りな
くなったり、体の大きな牛を放牧
するスペースが確保できなくなっ
てしまうため、わずか 15 頭ほど
の牛を飼育しながら経営をしてい
たのだそうです。

年を追うごとに酪農従事者の数が
減り、農地開発事業が実施された
ことで広い土地に農場を移したも
のの、諸費用の自己負担分を賄う
ために借金をすることに。やっと
生活が楽になったと感じたのは、
お子さんが大学を卒業した後のこ
とだったそうです。「苦労の絶えな

い日々だったけど、子どもが成長
する姿を見ながら頑張っていまし
た。今は子どもが後を継いでくれ
たことが何よりも嬉しいです」と
当時を振り返りました。

守谷さんの考える猿払村の良いと
ころは「自然が豊かでお年寄りと
子どもに優しいところ」だそうで
す。冬の除雪が綺麗であったり、
交通面に関しては「免許を返納し
た後のことを心配しているけれど
送迎バスが充実しているので少し
安心できます」とのこと。

村の将来を担う若い世代に向けて
「好きなことを一生懸命やれば、
人生は楽しくなります。体に気を
付けて、何事も楽しみながら取り
組んでみてください」と笑顔でメッ
セージをおくりました。

山岸さんはバレー部で、今年の中
体連が思い出に残っているそうで
す。最近熱中していることを伺う
と真っ先に思い浮かぶほどバレー
が好きな様子で、なんと小学１年
生の頃から少年団に所属しバレー
を続けているのだそう。中体連に
ついて伺うと「今まで以上にチー
ムが団結していて、良い試合にな
りました」と笑顔で語ります。

部活を引退した現在は、受験勉強
に力を入れているという山岸さ
ん。中学校２年生の時にふと勉強
の必要性に気づき、勉強すること
を決意したのだそう。現在は苦手
科目である英語の克服をメインに
日々努力しているそうです。

将来の夢は保育士になること。授
業の一環で様々な職業について調

べたとき、偶然目に留まったこと
をきっかけに、保育士になりたい
と思うようになったとのこと。自
身が末っ子のため、弟や妹といっ
た存在に憧れがあり、子どもたち
と触れ合い、成長の手助けをした
いと思っているそうです。

山岸さんの思う猿払村の良いとこ
ろは「自然が豊かなところ」だそ
うです。一方で、買い物をできる
場所が少ないため、若者向けのア
パレルショップがあってほしいと
も感じているそうです。

インタビューの最後に自分の将来
について伺うと「自分の好きなこ
とが出来ているかどうか、とても
気になります」と期待と不安を込
めながら、未来の自分に問いかけ
ました。

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

何事も楽しみながら取り組んでほしい

将来は保育士として子どもたちと触れ合いたい
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